私たちは、リニア南アルプスルートの撤回を求めます！
内閣総理大臣　野田　佳彦　様

国土交通大臣　前田　武志　様

「南アルプスの自然を愛する会」全国ネットワーク

署名取り扱い責任者　浮島仁子０２６５―３９－２５６２

〒３９９－３５０２長野県下伊那郡大鹿村大河原４７８５
撤回を求める理由－Ⅰ
１）「リニア南アルプスルート」は手続き上重大な欠陥があります！国交省が実施したパブリックコメントは反対多数だったにも拘らず、前国交大臣は無視して決定しました！「国民の意見を聞く制度」を自ら踏みにじるならば、なぜ、パブリックコメントを募集したのでしょうか？ただ、やったという記録だけですか？
　
２）大地震の活動期に入ったとされる現状では、３・１１震災と同規模地震が、いつどこで起きても不思議はないといわれています。東日本直下の北米プレート、西日本直下のユーラシァプレートの境界線に潜り込むフィリピンプレート、さらに底深く、巨大な太平洋プレートが約千キロ以上に亘って潜り込み、じりっじりっと押し続けているという、この小さな島国日本列島は絶えず動く島であり、世界有数の地震国です。

　①その影響から南ア主峰赤石山脈は世界最速のスピードで、年４ミリ以上～１００年で４０ｃｍ以上も隆起し、その重量と脆い地質から崩壊を繰り返している山脈です（大鹿村には随所に崩壊地あり。※写真添付）。　

地下内部では、東側に糸魚川静岡構造線、西側に中央大構造線と有数の断層があり、太平洋プレートの巨大な力で圧縮され、大中小無数の活断層が走っている傷だらけの山脈です。

　②０９.８.１１早朝に起ったＭ６．５の駿河湾地震が、３,１２０ｍの赤石岳を根底から突き動かしました！Ｍ１大きければそのエネルギーは約３０倍とのことですが、Ｍ８以上の東海地震が起こる確率は８７％と言われています。東海・東南海・南海地震が連続して起こるとも予想されていますが、仮に３．１１震災規模であるなら、南アルプスが受ける衝撃はどれ程のものか？それでも「トンネル内のリニア・ガイドウェーは安全である」と、国民に対して保障できますか？ 
③このように地質が不安定、工事難度は特Ａが並ぶ場所で工事を強行すれば、「大量の湧水、崩落・変形など不測の事態も予想される」と専門家は危惧しています。尚かつ南ア山中に巨大トンネルを掘削すれば、わざわざ地震を誘発するようなものだと地震学者は猛反対しています！多くの国民の安全を守るべき両大臣は、それでもデリケートなリニアを走らせるのですか？不測の事態に責任を負いきれますか？
　④さらに操業期間中に大事故が発生し、南アルプス山中で多くの死傷者を出すような事態になれば、当然リニアに乗る人は激減するでしょう。巨額の投資をつぎ込んだＪＲ東海は破綻するのでは！？山梨実験線から今後は南アルプスルートが実験線になるのでしょうから、何が起っても不思議ではありません！
　⑤一番の問題は、原発がなければリニアは走れないということです。野田総理が原発にはっきり「ノー」と言えない理由はこれが原因なのでは？国民はリニアも原発も要りません！安全な暮らしが欲しいだけです！
３）南アルプスは未だ原生的な自然が残されている世界有数の貴重な山脈です。ＪＲ東海がトンネルの掘削工事を開始する大鹿村大河原地区・釜沢地域は、国内で絶滅危惧種に指定されているイヌワシの営巣地も確認され、クマタカ・オオタカなどの猛禽類が飛来する貴重な自然の宝庫です。
①一方、全国の登山者に知られている大鹿村鳥倉林道では、標高１,７００ｍの登山口から３ｋｍ手前で、大鹿村役場がゲートで自家用車を遮断しております。理由はイヌワシ保護が目的とのことです。そのため早朝出発の登山者は重い荷物を背負い、６～７キロの道のりを徒歩で往復しております。
②しかし、私たちの調べでは猛禽類は標高の高い厳しい環境の登山口周辺では、主食とする野兎やテンなどの餌を捕獲するのは難しく、むしろ釜沢のように、里山の田畑に寄って来る小動物を捕獲し、猛禽類が餌場として繁殖しているようです。大鹿村役場が全国の登山者に敢えて苦行を強いて、登山口の手前で車止めするほど環境保護に熱心な自治体であるのに、国交省は何ゆえ釜沢地区において、巨大なトンネル工事を許可されたのでしょうか？「環境配慮書」などを纏めるより、工事の中止が一番の『環境配慮』です！
以上の理由から多数の署名を添えて、私たちは「リニア南アルプスルート」の撤回を求めます！
